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市
民
病
院
の
医
療
事
故
問
題

「
外
部
検
証
が
必
要
」

「
外
部
検
証
が
必
要
」

６
件
で
指
摘
も
実
施
は
３
件

義
士
行
列
の
内
蔵
助
役

俳
優
の
内
藤
剛
志
さ
ん

一
般
出
演
者
６
人
を
公
募

　

赤
穂
市
民
病
院
の
脳
神

経
外
科
手
術
で
２
０
１
９

年
か
ら
２０
年
に
か
け
て
少

な
く
と
も
８
件
発
生
し
た

医
療
事
故
を
め
ぐ
り
、
院

内
の
医
療
安
全
推
進
室
が

そ
の
う
ち
６
件
で
外
部
専

門
家
に
よ
る
検
証
の
必
要

性
を
指
摘
し
て
い
た
こ
と

が
病
院
の
内
部
文
書
で
わ

か
っ
た
。
実
際
に
は
外
部

検
証
は
３
件
し
か
行
わ
れ

ず
、
同
病
院
の
医
療
安
全

の
機
能
不
全
が
改
め
て
明

ら
か
に
な
っ
た
と
言
え

る
。

　

赤
穂
民
報
は
「
医
療
安

全
推
進
室
検
討
分
」
と
の

表
記
が
あ
る
Ａ
４
判
１５
枚

の
文
書
を
入
手
。
８
件
の

医
療
事
故
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、
発
生
し
た
経
緯
や

今
後
の
対
応
な
ど
を
脳
神

経
外
科
が
ま
と
め
た
報
告

書
を
ベ
ー
ス
に
、
同
室
が

疑
問
点
や
矛
盾
点
を
加
筆

し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
脳
梗
塞
の
カ

テ
ー
テ
ル
手
術
で
ワ
イ
ヤ

　

第
１
２
１
回
赤
穂
義
士

祭
（
１２
月
１４
日
）
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
を
飾
る
義
士

行
列
の
大
石
内
蔵
助
役
に

俳
優
の
内
藤
剛
志
さ
ん

（
６９
）が
出
演
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
主
催
の
赤
穂

義
士
祭
奉
賛
会
は
行
列
に

出
演
す
る
４７
人
の
う
ち
６

人
を
一
般
公
募
す
る
。

　

赤
穂
義
士
祭
は
、
元
禄

赤
穂
事
件
の
吉
良
邸
討
ち

入
り
に
ち
な
み
、
毎
年
１２

月
１４
日
に
開
催
。
義
士
行

列
は
討
ち
入
り
装
束
を
着

け
た
４７
人
が
行
進
し
、
本

懐
を
遂
げ
て
引
き
上
げ
る

四
十
七
士
の
姿
を
再
現
す

る
も
の
で
、
祭
り
の
メ
イ

ン
と
な
る
忠
臣
蔵
パ
レ
ー

ド
を
締
め
く
く
る
。
２
０

１
３
年
か
ら
義
士
を
率
い

る
内
蔵
助
役
に
芸
能
人
を

起
用
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
松
平
健
さ
ん
、
高
橋

英
樹
さ
ん
な
ど
が
出
演
し

て
き
た
。

　

内
藤
さ
ん
は
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
や
映
画
を
中
心
に
芸

能
活
動
。
最
近
で
は
「
警

視
庁
・
捜
査
一
課
長
」
の

主
演
で
人
気
を
博
し
て
い

　 　

　 　

二
府
四
県
少
年
柔
道
大
会

池
田
一
賀
君
が
優
勝

中
田
果
歩
さ
ん
は
準
Ｖ

院
は
赤
穂
民
報
の
取
材
に

「
係
争
中
の
た
め
、
お
答

え
は
差
し
控
え
ま
す
」
と

返
答
。
一
連
の
医
療
事
故

問
題
は
最
初
の
発
生
か
ら

丸
５
年
が
経
っ
て
も
、
い

ま
だ
全
容
が
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。（
写
真
は
外
部

検
証
の
必
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
赤
穂
市
民
病
院
の

文
書
＝
医
師
名
の
部
分
は

加
工
し
て
い
ま
す
）

　
少
年
柔
道
の
二
府
四
県

体
重
別
大
会
（
８
月
１７
・

１８
日
、
滋
賀
県
長
浜
市
）

で
、
赤
穂
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
池
田
一い

ち

賀か

君

（
１１
）＝
上
仮
屋
北
、
城
西

小
＝
が
６
年
生
男
子
６５
㌔

級
で
優
勝
。
５
年
生
女
子

４０
㌔
級
で
中
田
果
歩
さ
ん

（
１０
）＝
南
野
中
、
赤
穂
小

＝
が
２
位
に
な
っ
た
。

　
近
畿
各
府
県
大
会
の
２

位
以
上
の
み
出
場
資
格
が

あ
る
大
会
。
県
２
位
の
池

田
君
は
足
技
が
冴
え
、
総

当
た
り
の
決
勝
リ
ー
グ
で

５
戦
全
勝
。
県
大
会
の
決

勝
で
敗
れ
た
相
手
に
も
雪

辱
し
て
栄
冠
を
勝
ち
取
っ

た
。
同
じ
く
県
大
会
は
２

位
だ
っ
た
中
田
さ
ん
も
決

勝
戦
で
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

る
。
忠
臣
蔵
関
係
の
作
品

で
は
２
０
１
２
年
に
テ
レ

ビ
東
京
系
で
放
送
さ
れ
た

「
忠
臣
蔵
〜
そ
の
義
そ
の

愛
」
に
上
杉
家
の
家
老
役

で
出
演
し
た
。
内
蔵
助
役

の
決
定
を
受
け
、「
義
士

た
ち
が
示
し
た
忠
誠
心
、

勇
気
、
誇
り
は
、
現
代
に

お
い
て
も
何
ら
色
褪
せ
る

こ
と
な
く
、
非
常
に
大
事

な
こ
と
だ
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
お
祭

り
に
お
声
掛
け
い
た
だ

き
、
心
よ
り
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
」
な
ど
と
コ

メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

　

義
士
行
列
出
演
者
の
一

般
公
募
は
今
年
１２
月
１
日

時
点
で
満
２０
歳
以
上
の
男

性
で
、
約
６
０
０
㍍
の
パ

レ
ー
ド
コ
ー
ス
を
自
力
で

歩
け
る
こ
と
な
ど
を
条
件

に
１０
月
１１
日
必
着
で
募
集

す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
奉

賛
会
事
務
局
☎
４３
・
６
８

３
９
。（
写
真
は
赤
穂
義

士
祭
の
義
士
行
列
に
大
石

内
蔵
助
役
で
出
演
が
決
ま

っ
た
俳
優
の
内
藤
剛
志
さ

ん
＝
主
催
者
提
供
）

赤
穂
市
美
術
展

７
部
門
で

作
品
募
集

　
第
３９
回
赤
穂
市
美
術
展

（
１０
月
１７
日
～
２０
日
、
赤

穂
化
成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
な
ど
）
の
作
品
募
集
要

項
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ

た
。

　
日
本
画
、洋
画
、書
（
漢

字
、か
な
、篆
刻
）、写
真
、

彫
塑
工
芸
の
各
部
門
。
１

人
１
点
（
篆
刻
は
漢
字
ま

た
は
か
な
と
の
重
複
可
。

彫
塑
工
芸
は
２
点
以
内
）

を
受
け
付
け
る
。
中
学
生

以
下
は
応
募
不
可
。

　
出
品
無
料
。
作
品
の
裏

面
に
所
定
の
貼
付
票
を
添

付
し
て
出
品
申
込
書
を
添

え
、
１０
月
１３
日（
日
）午
後

１
時
～
４
時
に
会
場
に
搬

入
す
れ
ば
よ
い
。

　
市
長
賞
、
議
長
賞
な
ど

各
賞
を
表
彰
す
る
。
詳
し

い
応
募
規
定
な
ど
問
合
せ

は
同
展
事
務
局
☎
４３
・
７

４
５
０（
市
民
会
館
内
）。

　
審
査
員
は
次
の
各
氏
。

敬
称
略
。
▽
日
本
画
＝
青

田
賢
蔵
▽
洋
画
＝
山
本
雅

也
▽
書（
漢
字
）＝
牛
丸
好

一
▽
書（
か
な
）＝
小
山
素

葉
▽
書（
篆
刻
）＝
渡
邉
和

琴
▽
写
真
＝
森
井
禎
紹
▽

彫
塑
工
芸
＝
日
幡
寿

と
再
戦
。
得
意
の
背
負
い

投
げ
で
技
を
掛
け
た
と
こ

ろ
を
返
さ
れ
て
敗
れ
た
も

の
の
、積
極
性
が
光
っ
た
。

　
「
自
分
が
絶
対
に
勝
つ

と
い
う
気
持
ち
で
い
き
ま

し
た
。
１１
月
の
西
日
本
大

会
で
は
優
勝
し
た
い
」
と

池
田
君
。
中
田
さ
ん
は

「
県
大
会
は
何
も
で
き
な

か
っ
た
け
ど
、
今
回
は
１

回
は
技
に
入
れ
た
。
次
に

対
戦
す
る
と
き
は
試
合
終

了
ま
で
立
っ
て
い
た
い
」

と
一
段
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
を
目
指
す
。（
写
真

は
二
府
四
県
体
重
別
少
年

柔
道
大
会
で
優
勝
し
た
池

田
一
賀
君
㊨
と
準
優
勝
の

中
田
果
歩
さ
ん
）

ー
が
血
管
を
突
き
破
っ
て

手
術
中
止
と
な
り
、
脳
死

状
態
と
な
っ
た
８０
代
女
性

患
者
（
当
時
）
の
症
例
で

は
、
医
師
ら
が
「
ワ
イ
ヤ

ー
穿
孔
の
発
生
が
や
む
を

得
な
い
当
然
の
結
果
で
あ

り
、
そ
も
そ
も
こ
れ
を
事

故
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

自
体
が
ナ
ン
セ
ン
ス
」
と

手
術
の
正
当
性
を
主
張
し

て
い
る
の
に
対
し
、
同
室

が
「
穿
孔
と
な
り
、
脳
ヘ

ル
ニ
ア
か
ら
脳
死
に
至
っ

た
こ
と
が
当
然
の
結
果
と

言
え
る
の
か
？
」
と
疑
問

視
し
た
上
で
、「
外
部
専

門
家
に
よ
る
画
像
の
確
認

お
よ
び
判
断
が
必
要
」
と

意
見
を
付
し
て
い
る
。

　

外
部
検
証
の
必
要
性
を

指
摘
し
た
記
述
は
８
件
中

６
件
で
見
ら
れ
る
が
、
病

院
の
こ
れ
ま
で
の
説
明
で

は
、
実
際
に
外
部
専
門
医

に
検
証
を
依
頼
し
た
の
は

３
件
。
あ
と
の
３
件
は
外

部
検
証
を
行
わ
な
い
ま
ま

医
療
過
誤
（
ミ
ス
）
は
な

か
っ
た
と
結
論
付
け
て
い

る
。

　

ま
た
、
ド
リ
ル
で
頸
髄

を
損
傷
し
て
首
か
ら
下
が

不
随
に
な
っ
た
７０
代
女
性

患
者
（
当
時
）
の
症
例
に

関
す
る
文
書
で
は
、
報
告

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医

療
事
故
の
発
生
状
況
と
患

者
側
へ
の
説
明
が
一
致
し

て
い
な
い
点
に
着
目
し
、

「
医
療
事
故
と
認
識
し
て

い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

患
者
（
家
族
）
へ
の
説
明

お
よ
び
、
医
療
安
全
推
進

室
へ
の
報
告
を
し
な
か
っ

た
の
は
事
故
を
隠
蔽
し
た

と
言
う
事
か
？
」
と
隠
蔽

を
疑
う
記
述
も
あ
る
な

ど
、
８
件
す
べ
て
で
何
ら

か
の
疑
問
や
矛
盾
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

病
院
が
こ
れ
ま
で
に
開

示
し
た
資
料
に
は
、
こ
れ

ら
の
指
摘
に
つ
い
て
検
証

し
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な

い
。
病
院
は
医
療
安
全
推

進
室
の
指
摘
を
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
っ
た
の
か
。
ま

た
、
外
部
検
証
が
必
要
と

し
た
同
室
の
判
断
が
覆
っ

た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
病
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市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン

１１
月
１０
日
開
催
へ

エ
ン
ト
リ
ー
募
集

　
赤
穂
市
体
育
協
会
は

「
２
０
２
４
赤
穂
市
民
健

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」（
１１

月
１０
日
、
赤
穂
城
南
緑
地

周
回
コ
ー
ス
）
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

　
年
代
や
学
年
、
男
女
別

に
１
〜
５
㌔
の
距
離
で
競

技
。
各
部
門
上
位
３
位
ま

で
を
表
彰
す
る
（
小
学

生
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は

１０
位
ま
で
）。
仮
装
可
の

「
フ
ァ
ン
ラ
ン
の
部
」
は

記
録
計
測
や
順
位
表
彰
は

行
わ
ず
、
３
組
に
ベ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
を
授

与
す
る
。

　
９
月
２２
日（
日
）ま
で
合

計
１
０
０
０
人
を
受
け
付

け
る
。
エ
ン
ト
リ
ー
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
エ
ン

ト
リ
ー
事
務
局
☎
０
７
９

４
・
７０
・
８
２
０
０
（
祝

日
を
除
く
月
〜
金
９
時
〜

１７
時
）、
フ
ァ
ク
ス
０
７

９
４
・
６３
・
０
１
８
１
。

　
空
手
道
の
４
大
流
派
の

一
つ
、
糸し

東と
う

会
の
第
６４
回

全
国
選
手
権
大
会
（
８
月

１７
・
１８
日
、東
京
武
道
館
）

の
シ
ニ
ア
女
子
２
部
（
５０

歳
以
上
）
組
手
で
、
中
浜

町
の
橋
本
和
歌
子
さ
ん

（
５３
）
が
２
年
ぶ
り
に
優

勝
。
１
部
（
４０
〜
４９
歳
）

を
含
め
て
通
算
３
度
目
の

頂
点
に
立
っ
た
。

　
得
意
の
突
き
に
加
え
、

今
大
会
に
向
け
て
磨
い
て

き
た
と
い
う
蹴
り
が
初
戦

か
ら
炸
裂
。
決
勝
も
大
技

の
裏
回
し
蹴
り
を
決
め
、

８
―
０
の
完
封
勝
ち
で
優

勝
を
飾
っ
た
。

　
昨
年
は
決
勝
戦
で
５
ー

１
と
リ
ー
ド
し
な
が
ら

も
、
勝
ち
を
急
い
で
放
っ

た
突
き
が
相
手
の
顔
面
付

近
に
当
た
っ
て
し
ま
い
痛

恨
の
反
則
負
け
。
連
覇
が

手
か
ら
す
る
り
と
滑
り
落

ち
た
。
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

反
則
を
犯
さ
な
い
正
確
な

突
き
を
追
究
し
、
こ
れ
ま

で
は
苦
手
だ
っ
た
近
距
離

で
も
自
信
を
持
っ
て
攻
撃

を
繰
り
出
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。

　
足
首
に
２
㌔
の
重
り
を

着
け
て
蹴
り
を
振
り
上
げ

る
練
習
を
重
ね
て
き
た
橋

本
さ
ん
。
新
た
な
課
題
と

し
て
「
重
心
の
低
い
攻
撃

と
ス
ピ
ー
ド
の
強
化
」
を

挙
げ
、
ハ
ー
ド
な
鍛
錬
を

続
け
る
。（
写
真
は
流
派

の
全
国
大
会
で
通
算
３
度

目
の
優
勝
を
果
た
し
た
橋

本
和
歌
子
さ
ん
）

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４5
・
０
７
３
３

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
へ
の
取
替
で
国

か
ら
補
助
金
が
も
ら
え
ま

す
。
予
算
上
限
に
達
し
次

第
、
補
助
金
は
終
了
致
し

ま
す
。
補
助
対
象
機
種
や

お
見
積
り
等
お
問
合
せ
は

お
早
め
に
当
店
に
お
願
い

致
し
ま
す
。日
曜
定
休
日
。

尾
崎
☎
２5
・
１
３
８
１

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

「
大
崎
表
具
店
」
浜
市
、
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市
民
ガ
イ
ド

空
手
道
の
全
国
選
手
権

シ
ニ
ア
女
子
組
手
Ｖ

中
浜
町
の
橋
本
和
歌
子
さ
ん

櫂
の
家
向
か
い
☎
４８
・
７

２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４5
分
３
０
０
０

円
○
6０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
～
１８
時（
要
予

約
）。休
診
日（
金
曜
日
）。

は
り
・
指
圧
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
新
田
治
療
院
」鷏
和
☎
４３

・
７
６
４
８

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、終
活
、家
、倉
庫
の
片

付
け
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
積
も
り
無
料
。ご
み
で

捨
て
る
前
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越

☎
０
９
０
・
１
２
４
０
・
７

４
６
１

　

▼
剪
定
・
伐
採
・
草
刈

・
芝
刈
り
承
り
ま
す
＝
ま

ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。
庭
木
１
本
か
ら

の
ご
依
頼
も
お
受
け
し
ま

す
。
丁
寧
な
仕
事
を
し
ま

す
。「
御
庭
番
」
御
崎
☎

０
９
０
・
９
０
９
２
・
３

２
７
６
（
大
前
）

　

▼
結
婚
紹
介
業
「
さ
く

ら
ん
ぼ
の
会
」
＝
２5
歳
～

5０
歳
ま
で
の
男
女
募
集
。

７０
代
大
卒
男
性
も
募
集
。

登
録
料
男
女
３
万
円
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
寿
町
２
の
３
☎
０
９

０
・
８
５
３
９
・
６
７
８

７
（
山
本
た
え
子
）

　

▼
お
家
カ
フ
ェ
「
い
こ

い
の
家
花は

な
花は

な
」
＝
今
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
の
、
薄
味

で
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
副
菜

が
付
い
た
家
庭
料
理
の
お

店
で
す
。
モ
ー
ニ
ン
グ
、

ラ
ン
チ
、
お
弁
当
。
上
仮

屋
南
２２
の
２２
（
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
若
草
町
店
よ
り
南

へ
１
３
０
㍍
）
☎
２5
・
４

４
２
５

　

▼
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
洋
菓

子
店
」
＝
８
月
３１
日（
土
）

・
９
月
２
日（
月
）、い
ち
じ

く
タ
ル
ト
、シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
タ
ル
ト
各
１
５

０
０
円
で
販
売
。
営
業
９

時
半
～
１７
時
。
商
議
所
北

☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
○

本
社
配
送
ロ
ー
リ
ー
運
転

手
／
７
～
１７
時
の
間
で
８

時
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
。
危
険
物
乙
４
免
許

必
須
・
大
型
免
許
優
遇
。

給
与
２３
万
円
～
（
年
齢
経

験
に
よ
る
昇
給
・
賞
与
あ

り
）○
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ
ス
タ

ッ
フ
２
名
、
赤
穂
イ
ン
タ

ー
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
１
名
募

集
。
７
～
１９
時
の
間
の
９

時
間（
休
憩
含
む
）時
間
外

労
働
あ
り（
月
平
均
２０
時

間
）給
与
１８
万
円
～（
年
齢

・
経
験
に
よ
る
）
要
普
通

免
許
・
危
険
物
乙
４
（
入

社
後
取
得
可
）
週
休
２
日

（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤

務
）
○
セ
ル
フ
赤
穂
御
崎

Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
募
集
。
時

給
１
０
０
２
円
～
。
委
細

面
談
に
て
決
定
。「
前
田

石
油
㈱
」
中
広
１
７
９
の

６
☎
４３
・
２
６
８
８

　

▼
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
募
集
＝
相
生
か
ら
広

畑
へ
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
運
搬

及
び
工
場
内
軽
作
業
。
勤

務
時
間
８
～
１７
時
。
時
給

１
１
０
０
円
～
。「
合
同

会
社
前
島
自
動
車
商
会
」

相
生
市
佐
方
杉
原
７
５
４

の
１
☎
０
９
０
・
３
７
１

７
・
７
３
０
１
（
前
島
）

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
レ

ジ
・
品
出
し
。
①
平
日
②

土
日
祝
。
時
給
１
０
０
５

円
～
（
土
日
祝
は
１
０
４

５
円
）
１７
時
以
降
１
０
５

５
円
（
土
日
祝
は
１
０
９

５
円
）。
時
間
、
曜
日
等

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

ず
は
お
電
話
を
。「
フ
ォ

ー
テ
ィ
セ
ブ
ン
リ
カ
ー
ズ

＆
業
務
ス
ー
パ
ー
」
中
広

☎
４5
・
３
３
３
０

　

▼
客
室
清
掃
と
そ
の
他

ホ
テ
ル
業
務
補
助
ア
ル
バ

イ
ト
＝
９
時
～
１３
時
頃

（
終
了
ま
で
）。土
日
祝
日

出
勤
あ
り
。学
生
可
。時
給

１
１
０
０
円
～
１
３
０
０

円（
見
習
期
間
あ
り
）。「
ホ

テ
ル
山
長
」
加
里
屋
お
城

通
り
☎
４２
・
２
３
５
４

　

▼
金
魚
の
王
様
・
ら
ん

ち
ゅ
う
＝
９
月
１
日（
日
）

相
生
中
央
公
園
（
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
東
隣
）
に
て
金

魚
販
売
会
及
び
品
評
大
会

を
行
い
ま
す
。
朝
９
時
よ

り
午
前
中
と
な
り
ま
す
。

「
瀬
戸
内
愛
蘭
会
事
務

局
」
☎
０
９
０
・
８
９
３

２
・
０
２
８
３

　

▼
徳
丸
透
・
水
彩
画
展

「
水
の
風
景
」
＝
４
号
～

１０
号
の
２０
点
を
展
示
販
売

し
ま
す
。
９
月
２
日（
月
）

～
２6
日（
木
）
１０
～
１6
時

（
金
土
日
は
休
み
）。「
さ

こ
し
高
瀬
舟
」
坂
越
公
民

館
隣
☎
４８
・
７
１
２
２

　

▼
人
生
１
０
０
年
＝
公

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

文
の
書
写
教
室
で
日
々
の

生
活
を
彩
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
美
し
い
文
字
が
書
き

た
い
、
何
か
を
は
じ
め
た

い
、
素
敵
な
趣
味
を
持
ち

た
い
、
人
生
を
豊
か
に
と

考
え
て
い
る
皆
さ
ま
に
お

す
す
め
で
す
。
無
料
体
験

受
付
中
。
シ
ニ
ア
教
室
も

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
気

軽
に
教
室
ま
で
ど
う
ぞ
。

尾
崎
小
近
く
☎
０
９
０
・

５
９
６
２
・
６
６
５
７

　

▼
心
配
ご
と
相
談
所

（
９
月
の
各
水
曜
日
）＝
○

一
般
相
談
４
日
・
２5
日（
１３

時
３０
分
～
１6
時
）○
弁
護

士
相
談
１８
日（
要
予
約
１３

時
～
１７
時
）○
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
相
談
４
日
・
２5
日

（
要
予
約
１３
時
～
１７
時
）※

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
し

ま
す
。「
赤
穂
市
社
会
福
祉

　 　

協
議
会
」☎
４２
・
１
３
９
７

　

▽
１
日
＝
中
村
内
科
医

院
（
加
里
屋
２
１
６
４
の

３４
）
☎
４6
・
０
０
１
２

　 　

休
日
急
患
診
療
医
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